
第
四
」
特
　
　
難
　
纂
　
　
束
　
　
航
　
　
雑
　
　
談

を
背
景
と
す
る
こ
ご
が
起
つ
た
ら
し
い
○
天
満
宮
の
憩
紋

に
梅
鉢
や
、
三
蓋
松
を
附
す
る
の
も
皆
此
頃
か
ら
始
つ
だ

も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
爾
こ
玉
に
門
口
し
て
老
松
の
傳

に
就
い
て
一
言
し
て
恐
き
だ
い
Q

　
天
紳
が
松
を
愛
す
る
と
い
ふ
事
ご
．
老
松
、
編
部
の
二

心
の
三
者
に
託
宣
し
だ
と
い
ふ
こ
と
を
結
び
つ
け
て
．
天

目
の
愛
松
即
ち
老
松
で
あ
る
や
う
に
唱
へ
出
し
だ
。
世
阿

彌
の
作
と
な
っ
て
居
る
。
謡
曲
老
松
の
中
に
、

　
　
諸
木
の
中
に
松
梅
は
嫁
に
天
網
の
御
自
愛
に
て
紅
梅
殿
も
老
松
も
皆
宋

　
　
龍
と
現
岬
し
給
へ
り
（
中
略
）
さ
て
松
か
ゐ
く
夫
と
い
ふ
纂
は
秦
の
始
皇
の
御

　
　
狩
の
暗
、
天
俄
に
か
含
難
り
、
大
雨
．
頻
り
に
降
り
し
か
は
、
藤
野
を
凌

　
　
が
ん
と
，
小
松
の
陰
に
寄
り
給
ふ
、
鋤
の
松
俄
に
大
末
と
癒
リ
、
枝
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ミ
號
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二
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）

　
　
垂
れ
葉
な
な
ら
べ
、
木
の
問
透
間
奄
塞
ぎ
て
、
其
雨
な
漏
ら
さ
ざ
り
し

　
　
か
ば
帝
、
・
大
夫
と
い
ふ
霞
か
囎
…
り
給
び
し
ょ
り
松
を
大
夫
と
漁
丁
嫁
り
。

　
　
い
前
後
略
）

室
町
頃
に
は
太
宰
府
の
天
満
宮
に
は
紅
梅
殿
、
老
松
の
末

趾
あ
り
し
か
と
恩
は
る
・
京
都
に
は
．
紅
梅
殿
ビ
繕
す
る

も
の
五
條
坊
門
に
小
祉
と
し
て
あ
っ
だ
こ
と
が
拾
芥
抄
に

見
え
て
居
る
。
紅
梅
朋
騨
と
い
ふ
こ
ざ
は
聞
か
な
い
が
、

老
松
朋
紳
と
い
ふ
こ
ε
は
世
に
信
ぜ
ら
れ
て
居
た
如
く
、

滋
春
の
本
朝
紳
魅
考
の
北
野
の
條
に
「
老
松
朔
憩
渚
天
憩

之
春
庇
也
」
と
あ
る
。
か
く
て
老
松
も
稗
絡
化
せ
ら
れ
、

目
出
度
雁
憩
の
一
種
と
な
る
に
至
っ
詮
○

東
　
　
航
　
　
雑
　
　
談
（
カ
ナ
ダ
及
合
衆
國
に
於
け
る
見
聞
の
一
二
）

交
學
博
士
内
田
銀
藏

一
ゐ
緒
嘗

二
、
ビ
〃
下
二
二
、
圏
啓
館
及
古
上
書
館

三
塾
ナ
ア
ツ
タ
ン
、
議
院
附
醗
圏
害
館
、
冑
丈
薯
館

四
、
カ
ナ
ダ
史
上
注
意
す
べ
・
書
一
こ
こ
の
事
蟹



五
、
日
本
に
於
σ
る
ア
メ
リ
カ
史
の
研
究

六
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
博
物
館
の
古
経
計

七
、
渡
ソ
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
學
附
子
博
物
館
の
藏
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍉

　
　
　
岡
、
緒
　
　
言

　
大
正
七
年
八
月
下
旬
京
郡
出
螢
，
憩
戸
よ
り
、
乗
船
、
九

月
三
日
横
濱
解
縄
さ
束
に
航
し
て
カ
ナ
ダ
∩
磐
践
ゆ
ブ
リ

ヲ
イ
ッ
シ
ユ
⑬
コ
ロ
ム
ピ
や
謬
a
当
∩
◎
ξ
ヨ
σ
菱
州
の
ビ

ク
き
り
ヤ
≦
。
ε
識
9
　
に
到
り
上
陸
す
。
時
に
九
月
十
五

日
な
り
◎
プ
リ
タ
イ
ツ
シ
ユ
コ
ロ
ム
ビ
ヤ
は
カ
ナ
ダ
の
西

端
．
田
本
に
最
も
近
き
．
庭
に
し
て
、
カ
ナ
ダ
の
日
没
嘩
と

羅
せ
ら
る
。
ピ
ク
㍗
リ
ャ
よ
ら
小
型
の
船
に
て
バ
ン
ク
ー

バ
ー
＜
9
昌
O
O
¢
く
。
「
に
ド
赴
、
き
、
バ
ン
ク
ー
バ
蓄
よ
・
9
シ
ー
⑱

ピ
ー
⑪
ア
ー
ル
ρ
や
丙
線
（
ヵ
ナ
デ
イ
ア
ソ
の
ペ
シ
フ
イ
ッ

ク
㊧
レ
ー
ル
ウ
エ
ー
）
に
て
カ
ナ
ダ
東
部
に
赴
く
Q
途
申
バ

ン
プ
及
ウ
イ
ン
ニ
ペ
ツ
グ
に
て
下
車
し
、
一
日
叉
は
数
臼

滞
在
す
Q
バ
ソ
フ
　
φ
5
論
は
カ
ナ
ダ
の
ロ
ッ
キ
ー
山
中

に
在
る
温
泉
場
に
し
て
、
近
傍
景
色
宜
し
き
慮
多
し
。
予

第
四
．
管
　
　
雑
纂
　
　
東
航
雑
　
談

の
到
b
し
時
は
、
ポ
プ
ラ
ー
の
葉
黄
ば
み
て
．
見
事
な
う

き
。
此
庭
に
は
小
博
物
館
み
り
も
主
、
・
」
し
て
マ
ツ
キ
ー
山

地
の
自
然
及
住
民
に
嘱
す
る
も
の
を
陳
列
す
。
我
が
箱

根
、
叉
は
有
馬
な
．
ε
に
も
．
隅
標
の
野
物
舘
あ
ら
ば
善
か

ら
む
と
思
へ
り
Q
ウ
イ
ン
ニ
．
ペ
ツ
グ
ゴ
ゴ
三
も
轟
は
カ
ナ

ダ
中
部
の
大
都
會
に
し
て
、
カ
ナ
ダ
の
シ
カ
ゴ
と
総
せ
ら

る
。
大
儀
も
あ
り
Q
マ
ニ
塾
バ
大
智
¢
葺
の
『
・
い
曙
黛
ζ
㌘

葺
。
ぎ
ご
云
ふ
。
マ
ニ
ト
バ
は
州
の
名
な
り
○
予
は
九
月

下
旬
を
以
て
カ
ナ
ダ
中
央
忌
寸
の
所
在
地
オ
ア
ッ
タ
ヲ

9
け
婁
φ
に
著
し
、
約
二
週
間
滞
在
せ
し
が
ゐ
共
の
頃
は
同

地
の
秋
色
頗
る
佳
な
る
を
畳
え
認
り
〇
十
月
中
オ
ア
ッ
タ

フ
よ
り
ト
ロ
ン
ト
6
。
δ
馨
Q
に
赴
き
、
暫
時
滞
在
．
そ
れ

よ
り
屯
ソ
ト
ジ
オ
ー
川
寓
9
二
嵩
鉱
ク
ベ
ツ
ク
O
⊆
ユ
）
ε

に
到
う
、
十
一
月
初
旬
モ
ン
ト
ソ
オ
ー
ル
よ
b
南
し
て
合

適
宜
東
部
に
入
り
軸
先
づ
ボ
ス
ト
ン
切
9
8
部
に
著
す
。

そ
れ
よ
り
更
に
南
下
し
、
ウ
ー
ス
タ
ー
類
◎
お
。
ω
鐸
ニ
ユ

ー
ヘ
ブ
ン
乞
σ
乏
甲
一
缶
く
。
謬
　
ニ
ユ
警
ヨ
℃
ー
ク
　
窯
。
乏
r
く
2
・
犀

第
三
號
　
　

一
二
一
　
（
四
七
五
）



　
　
　
第
四
巻
　
雑
纂
　
束
舷
雑
談

を
纒
て
、
同
月
下
旬
ワ
シ
ン
ト
ン
ぞ
磐
ま
夷
仲
§
に
到
著
、

十
二
月
に
入
り
ワ
シ
ン
ト
ン
を
凝
し
、
フ
イ
ラ
デ
ル
フ
．
4

ヤ
　
℃
墨
註
＆
）
三
’
　
を
経
由
し
、
再
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

赴
き
、
同
学
よ
り
墨
東
に
航
し
て
、
其
の
月
二
十
八
日
英

國
リ
バ
プ
i
川
H
」
く
。
二
）
0
2
港
に
刷
紙
著
せ
h
・
o
、
か
く
て
晶
央

國
滞
在
凡
二
週
聞
の
後
、
大
正
八
年
一
月
十
二
日
ロ
。
ン
r

ソ
一
・
O
己
（
三
よ
り
乗
船
、
更
に
東
に
航
す
る
こ
と
凡
そ
五

十
日
，
三
月
三
日
を
以
て
蹄
朝
す
。
即
ち
日
本
を
回
し
、

束
へ
東
へ
と
航
し
て
、
復
日
本
へ
帰
り
肥
れ
る
な
り
。

　
此
の
約
孚
歳
間
の
族
輪
中
、
見
聞
せ
る
三
二
に
就
き
、

串
七
賢
ぷ
べ
き
こ
ビ
種
々
あ
れ
ざ
も
、
今
は
圭
と
し
て
カ

ナ
ダ
に
志
す
る
こ
と
を
述
べ
、
絡
り
に
合
衆
國
に
て
の
見

聞
の
桶
二
を
附
言
す
べ
し
り

　
　
　
二
、
ず
ク
ト
リ
や
圖
書
言
及
古
文
書
舘

　
予
が
ア
メ
三
二
カ
章
動
著
の
最
初
上
陸
せ
る
ピ
ク
ト
ヅ
や

ぐ
蓉
。
曇
　
は
、
筆
画
温
和
、
風
光
明
媚
．
人
情
敦
厚
、

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
ご
二
　
（
四
七
六
）

風
俗
優
美
に
し
て
、
閑
雅
な
る
都
會
な
り
○
滞
在
数
日
や

至
っ
て
居
心
地
よ
く
、
予
に
極
め
て
好
き
印
象
を
與
へ
た

り
○
此
の
地
は
芙
國
を
太
字
洋
沿
岸
に
移
植
せ
る
も
の
な

り
と
の
総
、
眞
に
塞
し
か
ら
す
、
点
て
英
國
風
な
り
。
是
は

此
の
青
藍
の
創
設
當
初
よ
り
以
來
、
英
國
人
の
要
素
重
き

を
爲
し
．
殊
に
退
役
官
吏
．
軍
人
な
ざ
，
紳
士
的
の
入
物

歯
舌
に
居
佐
す
る
転
筆
合
に
多
き
に
因
る
な
ら
む
。
バ
ン

ク
ー
バ
ー
が
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
る
と
は
大
に
趣
を
異
に

せ
・
9
0
都
て
・
ビ
ク
ト
リ
ヤ
に
W
限
，
b
す
、
ブ
ソ
騨
グ
イ
ツ
シ
ユ
⑩

コ
ロ
ム
ピ
や
腎
管
の
地
は
、
其
の
位
置
頗
る
北
に
偏
せ
る

に
も
關
せ
す
、
論
語
濫
和
に
し
て
、
冬
も
暖
な
り
Q
是
は

日
本
海
流
象
℃
磐
9
嚢
。
箕
の
北
せ
る
も
の
，
更
に
東
南

下
し
て
．
此
の
沼
岸
を
洗
ふ
に
因
る
。
英
國
が
ガ
戸
フ
⑩
ス

ト
リ
ー
ム
O
＝
、
州
伜
お
鉾
ヨ
　
の
影
響
に
て
、
割
合
に
暖
な

る
と
相
似
だ
り
。
日
本
海
流
の
影
響
は
、
日
本
ご
カ
ナ
ダ

と
双
方
を
併
せ
て
攻
究
す
る
を
要
す
べ
し
Q
又
東
北
ア
ジ

ヤ
探
槍
の
歴
史
は
、
ア
メ
リ
カ
洲
西
北
部
探
槍
の
歴
史
と



憩

，

密
接
な
る
關
係
を
有
す
○
ア
ラ
ス
カ
》
寡
ぎ
の
歴
史
を

取
調
ぶ
る
渚
は
、
自
然
シ
ベ
リ
ヤ
探
槍
の
來
歴
に
及
ぶ
二

ε
を
要
し
、
徳
川
時
代
に
於
け
る
我
が
北
蓬
の
交
渉
關
係

を
十
分
に
研
究
す
る
冷
冷
に
は
、
露
人
が
カ
ム
サ
ッ
カ
宇

島
よ
り
、
更
に
東
の
方
、
海
を
渡
う
て
．
ナ
ラ
ス
カ
に
迄

手
を
著
け
し
顛
末
を
。
よ
く
理
會
し
置
く
を
要
す
べ
し
。

　
ピ
ク
ト
ソ
ヤ
は
ブ
リ
テ
イ
ヅ
シ
ユ
②
コ
茸
ム
ビ
や
州
政

府
の
所
在
地
に
し
て
．
此
慮
に
は
州
の
囲
書
館
及
古
文
書

癖
后
「
　
H
v
h
O
く
騨
一
〇
凶
ρ
一
　
H
」
一
ご
晩
誰
「
く
　ρ
一
一
」
　
　
㌔
ド
一
，
O
ゴ
凶
～
6
苗
　
O
｛
　
】
W
『
一
（
剛
ω
プ

繧
P
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

∩
o
”
三
ゴ
び
圃
p
　
も
在
り
Q
此
の
地
方
即
ち
ア
メ
ジ
カ
洲
西
北

部
の
探
槍
の
歴
史
に
毒
す
る
墾
放
書
、
地
圖
、
古
文
書
．

絡
七
五
の
他
を
多
く
即
す
り
是
は
現
舘
長
ス
コ
ー
ル
フ
ィ

ー
ル
ー
3
　
と
・
，
．
団
b
ψ
ω
。
ぎ
ζ
達
瓢
　
春
が
＝
｝
十
年
來
苦
心

し
て
蒐
集
せ
る
も
の
に
し
て
、
殊
に
ク
ッ
ク
∩
e
犀
　
バ

ン
ク
ー
バ
ー
＜
門
三
8
嚢
興
　
等
に
關
す
る
も
の
は
、
洵
に

善
く
蒐
ま
り
居
れ
り
○
此
の
圖
書
館
兼
古
文
書
舘
の
紀
要

第
一
撤
は
ピ
ク
塾
y
や
の
在
る
所
の
島
、
即
ち
バ
ン
ク
ー

第
四
藩
　

雑
纂
　
東
　
航
　
難
　
談

バ
ー
②
ア
イ
ラ
ン
ド
の
最
初
の
嗣
航
旧
り
ぎ
け
Ω
一
8
3
言
～
、
「
σ
Q
？

｛　

X
田
鼠
く
磐
。
轟
く
興
H
・
。
互
益
　
に
聴
す
る
精
緻
な
ゐ
考
謹

的
研
究
を
黙
す
。
最
早
殆
ん
ど
残
部
無
し
こ
の
こ
と
な
れ

ど
、
予
は
特
に
ス
コ
ー
川
フ
イ
r
γ
ド
霜
の
好
意
に
て
、

一
部
を
惑
ま
れ
だ
れ
ば
、
叢
に
出
陳
し
置
く
も
の
な
り
。

　
　
　
三
、
オ
ア
ヅ
タ
フ
、
議
院
野
馬
圏
書
舘
、

　
　
　
　
　
古
文
書
舘

　
オ
ア
ヅ
タ
ソ
C
掌
ρ
ゴ
．
9
は
、
　
オ
ア
ン
タ
リ
オ
○
碁
9
瓜
O

州
の
東
北
邊
．
ク
ペ
ツ
ク
州
に
接
す
る
所
に
在
り
○
オ
ア

ツ
タ
ワ
河
9
鐸
〆
養
岡
〃
7
、
霧
に
臨
む
Q
河
を
隔
て
玉
ハ
川

雰
…
一
一
の
町
あ
り
Q
ハ
ル
の
住
民
は
、
主
こ
し
て
佛
入
系

な
り
ゃ
オ
ア
ツ
タ
ワ
に
て
も
佛
語
を
話
す
者
少
な
か
ら
す

　
オ
ア
ヅ
タ
フ
の
町
名
は
、
カ
ナ
ダ
史
上
有
名
な
る
人
物

の
名
を
探
り
て
名
づ
け
π
る
も
の
多
し
」
我
が
絡
領
趣
舘

の
在
る
腱
は
メ
ッ
ト
カ
ー
フ
街
寓
き
匙
σ
ω
ぎ
簿
ご
云

ふ
。
共
の
異
例
へ
ば
エ
μ
ガ
ン
街
国
一
煽
ぎ
。
。
¢
0
9
あ
り
Q

第
三
號
　
　
一
二
三
　
（
四
七
七
）



　
　
　
第
四
巻
　
　
雑
纂
　
　
東
　
　
航
　
　
雑
　
　
談

カ
ナ
ダ
史
上
重
、
妥
な
る
入
物
に
し
て
，
我
が
幕
末
の
時
日

本
に
も
摩
れ
る
こ
と
め
る
・
ル
ド
界
川
ガ
ン
蓼
乙
甲
、

びQ「

ｱ
の
名
を
探
り
て
名
づ
け
た
る
も
の
に
係
る
。
ロ
ル
ド
⑧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

エ
〃
ガ
ン
の
支
・
洋
に
於
け
る
使
命
の
顛
末
に
就
き
て
は
、

專
留
め
れ
ざ
も
．
其
の
人
一
代
の
傳
と
し
て
は
、
現
ト
”

ン
ト
大
學
¢
多
・
∩
亘
芝
駄
目
9
9
凸
。
史
學
敏
授
・
ン
グ

寄
h
ノ
＜
δ
轟
氏
の
書
か
れ
た
る
も
の
あ
り
。
予
ト
ロ
ン

ト
に
赴
き
し
折
、
鷲
ン
グ
氏
に
招
か
れ
．
其
の
私
邸
に
至

ら
し
時
、
労
演
工
川
ガ
ソ
の
事
に
及
ぶ
○
氏
其
の
近
業
に

係
る
論
文
数
篇
の
抜
刷
ご
共
に
、
エ
γ
ガ
ソ
傳
の
一
本
を

予
に
蹴
ら
る
。
依
で
．
弦
に
之
を
出
陳
す
。

　
オ
ア
ッ
タ
フ
の
議
院
聖
書
舘
一
、
｛
巳
「
9
己
。
暮
p
蔓
ご
9
p
受

は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
③
オ
フ
㊤
コ
ン
グ
レ
ス

ご
ぼ
蔓
g
9
辱
舅
圃
一
・
妻
夢
ゴ
讐
＝
に
比
す
べ
き
も

の
な
り
。
主
と
し
て
議
員
に
黎
考
資
料
を
供
す
る
を
隠
的

と
す
れ
ざ
も
、
’
覧
て
篤
學
者
の
來
り
で
、
藏
書
を
閲
覧
す
る

を
許
す
も
の
な
う
。
共
の
性
質
上
．
政
治
聖
遷
に
瀾
す
る

第
三
號
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圃
書
抜
に
豊
富
な
れ
ど
も
”
他
の
種
類
の
書
も
亦
備
れ
り

國
柄
だ
け
に
”
英
書
の
み
な
ら
す
、
佛
書
置
亦
多
く
藏
す
。

嘗
て
英
國
、
講
．
院
史
の
擢
威
と
し
て
知
ら
れ
診
る
、
ー
ッ
ド

ロ．

暑
T
　
氏
其
の
舘
長
元
り
○
今
は
ド
ク
ト
ル
⑭
グ
ジ
ツ
フ

ィ
ン
ご
r
　
O
象
蜜
豆
舘
長
の
任
に
當
ら
る
Q
予
オ
ア
ッ

タ
フ
潜
在
中
、
連
日
此
の
気
書
館
に
串
入
し
隔
主
と
し
て

カ
ナ
ダ
に
關
す
る
圓
書
を
閲
す
。
待
遇
極
め
て
郵
重
懇
篤

に
し
て
。
舘
長
及
舘
鐵
諸
氏
の
好
意
深
謝
せ
ざ
る
べ
か

ら
す
。
初
め
同
仁
に
至
り
し
時
、
グ
リ
ヅ
フ
イ
ン
霜
自
ら

予
を
案
内
し
て
悉
く
館
内
の
設
備
を
観
せ
し
む
．
）
共
の
折

に
予
に
語
っ
て
曰
く
．
英
書
と
佛
書
と
は
、
共
の
髪
頑
に

於
て
．
．
自
ら
趣
を
異
に
す
．
恰
も
爾
領
民
性
情
の
相
違
を

示
す
に
似
た
り
と
G
典
の
言
頗
る
昧
あ
る
を
畳
ゆ
。
又
當

舘
に
於
て
は
。
耳
芝
子
を
入
る
嘱
紙
幽
を
、
我
が
珊
本
よ

り
、
取
り
寄
せ
居
れ
り
と
語
ら
れ
だ
り
。
本
舘
は
前
年
議
院

嶢
失
の
節
，
危
く
其
の
災
に
重
る
べ
か
り
し
を
．
幸
に
し

て
免
れ
た
る
は
海
に
喜
ぶ
べ
し
。
尤
も
蔓
の
折
，
藏
書
の



一
部
分
は
焼
失
し
、
床
等
も
一
時
汚
れ
．
復
奮
に
は
少
な

か
ら
ず
手
数
を
要
し
た
b
と
云
ふ
O

　
オ
ア
ッ
タ
ワ
に
は
議
院
附
鵜
匠
害
舘
の
外
に
、
古
文
書

舘
娼
⊆
げ
ぎ
》
「
o
窯
く
畠
あ
り
○
造
幣
局
の
近
傍
仁
在
る
建

物
な
り
○
此
の
古
文
書
舘
は
、
カ
ナ
ダ
歴
史
の
貴
重
な
る

史
料
を
多
く
藏
し
、
同
時
に
カ
ナ
ダ
史
料
の
主
要
な
る
研

　
　
ゑ

究
研
な
り
。
誤
長
ド
ク
ト
川
。
ド
ー
テ
ィ
ー
H
）
さ
O
魯
ω
7

受
　
氏
は
、
カ
ナ
ダ
史
の
権
威
を
以
て
属
せ
ら
る
Q
予
オ

ァ
ッ
タ
フ
に
在
り
し
折
は
、
ド
ー
ク
イ
ー
氏
偶
両
三
中
に

て
面
會
を
果
さ
ざ
b
し
か
ど
、
舘
長
代
理
ス
・
・
、
ス
麿
寓
『
・

QD

U
込
の
好
意
に
依
り
魯
舘
内
を
隈
な
く
巡
覧
し
．
旦
つ

燐
藏
古
文
書
の
或
る
も
の
を
閥
す
る
こ
と
を
得
だ
り
。
本

館
に
は
カ
ナ
ダ
に
存
す
ろ
記
轍
文
書
の
原
本
多
く
藏
せ
ら

る
』
の
み
な
ら
す
、
バ
リ
、
買
ン
ー
3
ン
等
に
存
す
る
古
記

鎌
、
古
文
書
等
に
し
て
，
カ
ナ
ダ
に
藤
高
あ
乃
も
の
は
、

其
の
完
全
な
る
爲
を
作
り
て
保
存
し
、
以
て
研
究
上
の
便

に
供
ふ
。
叉
當
舘
に
て
は
多
年
報
告
書
興
の
他
を
誉
に
し

第
四
雀
　
難
纂
　
東
　
航
　
謎
　
談

居
れ
り
。
ム
ー
魚
商
が
京
都
帝
國
大
豪
へ
其
の
獲
榔
あ
る
も

の
二
十
除
冊
を
寄
贈
せ
ら
る
。
蓋
し
カ
ナ
ダ
更
の
根
本
研

究
に
士
心
す
看
に
は
野
鶴
斜
門
と
へ
黙
る
ぺ
転
・
好
謝
冥
料
な
り
0

　
　
　
　
　
0

　
　
　
四
、
カ
ナ
ダ
史
上
注
意
す
べ
き
二
三
の
事
實

　
予
は
カ
ナ
ダ
史
に
就
い
て
は
ち
從
摩
特
に
研
究
し
π
る

こ
ε
な
し
∩
カ
ナ
ダ
族
壷
中
、
殊
に
オ
ア
ソ
タ
ワ
滞
在
中

聯
か
之
に
注
意
せ
る
も
、
短
時
日
に
於
て
、
固
よ
り
深
…
く

研
究
し
得
べ
き
に
罪
す
Q
煎
れ
ざ
も
予
の
淺
薄
な
る
智
識

を
以
て
し
て
も
．
カ
ナ
ダ
史
に
有
し
て
は
、
種
々
興
味
あ

る
研
究
問
題
の
存
す
る
を
認
む
る
な
b
o
9
先
づ
カ
ナ
ダ
の

中
幅
以
西
、
殊
に
ブ
ソ
タ
イ
ッ
シ
ユ
⑯
コ
ロ
ム
ビ
ヤ
の
探

検
の
歴
史
は
．
甚
だ
興
亜
あ
る
も
の
こ
思
考
す
○
是
は
H

本
に
も
近
き
慮
の
事
な
れ
ば
。
樹
言
口
本
の
學
者
に
於
て

研
究
の
必
要
あ
る
べ
し
。
カ
ナ
ダ
に
は
湖
水
多
し
。
其
の

湖
水
は
殆
ん
ど
癌
慶
し
て
存
し
、
地
理
上
の
智
識
不
十
分

な
る
時
代
に
在
り
て
は
、
或
は
此
等
の
湖
水
を
経
由
し
て

第
三
號
　
　
一
二
五
　
（
四
七
九
）



O

筆
山
門
　
　
雑
纂
　
　
東
　
　
航
　
　
殺
　
　
談

水
路
太
李
洋
に
出
で
、
…
逐
に
ア
ジ
ア
に
到
「
る
こ
ご
も
或
は

可
能
な
ら
む
ご
想
像
せ
ら
れ
把
る
な
る
べ
し
。
か
ぶ
る
希

望
は
實
現
せ
ら
れ
ざ
b
し
ご
難
、
カ
ナ
ダ
を
西
へ
と
進
み

殊
に
主
と
し
て
水
路
を
利
用
し
て
進
み
行
き
、
逮
に
カ
セ

ー
∩
斜
島
ウ
、
に
達
せ
む
ご
の
企
圖
は
、
北
未
大
陸
に
於
け

る
地
理
上
重
要
な
る
爽
見
を
誘
致
し
た
る
も
の
な
り
Q
モ

ン
塾
リ
オ
ー
ル
の
近
郊
に
は
ラ
シ
ー
ン
ピ
き
罫
さ
　
の
町

あ
り
。
即
ち
支
那
の
義
な
り
。
こ
れ
有
名
な
る
探
瞼
濤
う

ず
ル
6
p
ω
島
。
が
、
湖
水
を
経
歯
し
て
、
西
の
方
途
に
支

那
に
達
せ
む
と
欲
し
、
首
途
せ
る
慮
な
り
と
云
ふ
O
ラ
シ

ー
ン
へ
は
、
予
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
滞
｝
在
申
、
マ
ツ
ギ
ル
大

學
竃
。
○
輯
¢
姑
く
。
ゑ
受
の
吏
訴
訟
授
フ
ラ
イ
ヤ
サ
諮

℃
「
o
h
H
4
）
、
自
と
輩
ハ
に
一
戸
行
い
て
遊
べ
う
。

　
カ
ナ
ダ
の
早
き
時
代
の
歴
史
に
は
、
ぜ
ス
、
4
ッ
ト
鷹
野

の
傳
道
大
關
係
あ
り
。
耶
蘇
會
士
の
報
告
書
．
及
著
書
等

其
の
重
要
な
る
史
料
な
り
と
す
○
日
本
に
於
け
る
耶
蘇
會

の
傳
蓮
の
こ
ε
を
取
り
調
ぶ
る
者
は
、
カ
ナ
ダ
の
場
合
を

第
三
號
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墾
孜
し
て
亦
思
ひ
淘
る
駈
無
き
に
非
ざ
る
べ
し
り
因
に
云

ふ
、
カ
ナ
ダ
東
部
の
大
都
市
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
は
、
H
本

耶
蘇
部
隊
の
著
濤
と
し
て
、
本
邦
人
に
も
其
の
名
を
知
ら

れ
居
る
シ
ャ
ー
ル
ボ
ア
　
Ω
峯
門
汀
く
O
算
に
、
特
別
縁
故
一
あ

る
地
な
り
Q

　
ク
ベ
ツ
ク
◎
鍔
旨
。
。
州
は
、
元
佛
國
よ
り
の
移
住
民
の

本
糠
南
に
し
て
、
銭
に
は
革
命
以
前
の
佛
國
の
制
度
、
習

慣
移
植
せ
ら
れ
、
本
國
に
在
り
て
は
革
命
あ
り
て
其
の
磨

滅
に
齢
せ
る
船
脚
も
、
単
坐
に
て
は
引
き
鰯
瞑
き
存
在
せ
り
）

．
さ
れ
ば
西
洋
に
於
け
る
封
建
的
制
度
習
慣
の
蓮
物
を
研
究

す
る
者
に
は
．
ク
ベ
ツ
ク
州
の
場
合
は
、
特
別
興
味
あ
る

も
の
と
云
ふ
べ
し
。
其
の
研
究
を
試
み
元
る
野
壷
と
し
て

は
も
特
に
マ
ン
ロ
ー
氏
ぎ
9
竃
⊆
一
き
・
を
暴
ぐ
べ
し
∪
マ

ン
・
一
考
は
今
メ
一
眼
ー
ド
甲
貯
奉
乙
大
序
に
於
け
る
市

政
ッ
［
二
　
縛
首
匙
O
o
〈
。
コ
一
∋
。
暮
講
座
搬
任
の
敏
授
な
れ
．
ε

も
、
嘗
て
之
に
關
す
る
一
書
を
著
し
、
又
ド
ー
7
イ
ー
及
シ

ヨ
ア
ト
U
ζ
ε
ぎ
〉
、
｛
彰
幽
ω
ぎ
二
脅
爾
氏
監
修
の
カ
ナ
ダ
⑦
ユ



0

電

ン
ド
⑧
・
4
ツ
ツ
⑧
プ
ロ
ビ
ン
セ
ズ
　
6
簿
嵩
9
α
9
a
」
陶
己
冒
ω
℃
「
？

く
ご
o
o
ω
と
題
す
る
大
毘
版
物
中
に
於
て
、
其
の
研
究
の
概

要
を
論
遡
せ
り
Q

　
オ
ア
ン
テ
リ
オ
○
厳
9
「
δ
州
は
英
語
系
の
本
曇
地
に
し

て
、
元
所
謂
ユ
ナ
イ
ク
ッ
ド
③
エ
ム
パ
イ
ヤ
～
⑪
ロ
ヤ
ソ
ス

ト
掌
旨
a
鳴
ヨ
℃
…
話
ビ
3
、
蝕
ω
ヨ
の
徒
の
魁
始
纒
管
に
係

る
○
北
米
に
於
け
る
イ
ギ
ソ
ス
植
民
地
の
其
の
本
國
に
背

き
て
燭
負
す
る
や
も
佳
民
學
げ
て
濁
立
を
希
望
せ
し
に
は

署
す
．
其
の
言
忌
本
國
に
背
く
に
忍
び
す
、
写
象
の
王
室

に
毒
し
て
、
引
綾
き
忠
誠
な
ら
む
こ
ご
を
欲
す
る
者
あ
b
Q

此
等
の
徒
は
、
方
立
し
て
國
を
建
て
だ
る
合
衆
國
の
領
土

内
に
於
て
、
其
の
堵
に
安
ん
ず
る
こ
と
能
は
す
、
英
政

府
即
ち
其
り
救
助
の
欝
に
、
資
を
給
し
て
．
之
を
カ
ナ
ダ

に
遷
し
、
其
の
多
く
を
當
時
猶
ほ
殆
ん
ご
未
腿
の
域
な
り

し
オ
ア
ソ
テ
リ
ォ
州
に
安
置
し
て
、
土
地
の
開
拓
に
從
塾

せ
し
む
Q
こ
れ
オ
ア
ン
ブ
リ
ォ
州
が
今
日
の
如
く
繁
榮
に

避
け
る
趨
源
に
し
て
、
カ
ナ
ダ
序
章
吏
上
頗
る
顯
著
な
る

　
　
　
第
四
巻
　
　
雑
纂
　
　
東
　
　
航
　
　
雑
　
　
談

事
實
な
b
o
我
が
國
に
於
て
、
ア
メ
リ
カ
史
を
研
究
す
る

者
、
合
衆
國
建
設
の
顛
末
に
多
く
淫
着
す
べ
き
は
．
自
然

の
こ
と
な
が
ら
．
此
等
ユ
ナ
ィ
テ
ッ
ー
3
⑳
エ
ム
パ
イ
ヤ
ー
㊥

ロ
ヤ
リ
ス
ト
の
カ
ナ
ダ
移
住
拓
植
の
事
蹟
も
亦
注
意
せ
ざ

る
べ
か
ら
・
す
0
　
　
　
　
　
－

　
其
の
外
カ
ナ
ダ
に
於
け
る
英
人
系
と
聴
入
系
こ
の
關
係

の
歴
史
の
如
き
、
カ
ナ
ダ
に
於
け
る
自
治
螢
論
り
來
歴
の

如
き
、
英
帝
國
の
一
部
こ
し
て
カ
ナ
ダ
の
青
む
る
位
遣
の

如
き
、
何
れ
も
好
個
の
研
究
問
題
π
ら
す
ん
ぱ
あ
ら
す
。
・

　
カ
ナ
ダ
は
、
今
日
に
て
は
地
歩
け
れ
ざ
も
人
少
な
く
、

全
体
に
於
て
未
だ
よ
く
開
け
居
れ
り
と
云
ふ
べ
か
ら
す
・

然
れ
ざ
も
今
後
は
頗
る
有
望
に
し
て
、
合
衆
國
が
第
十
九

世
紀
に
於
て
偉
大
な
る
磯
展
を
爲
し
π
る
如
く
、
カ
ナ
ダ
・

は
第
二
十
世
紀
に
曾
て
偉
大
な
る
褒
展
を
爲
す
べ
し
と
期

待
せ
ら
る
Q
大
体
に
激
て
最
近
に
於
け
る
カ
ナ
ダ
の
螢
達
、

殊
に
そ
の
中
部
以
西
の
諭
達
は
．
合
衆
國
の
先
行
蟹
追
へ

り
○
象
れ
ご
も
カ
ナ
ダ
は
禽
然
の
情
況
必
す
し
も
悉
く
合

第
三
號
　
　
　
一
二
七
　
（
四
八
一
）



第
四
巻
雑
纂
東
麟
誰
談

議
國
と
同
じ
か
ら
す
、
其
の
住
民
の
氣
風
．
其
の
歴
艶
、

其
の
國
情
、
亦
合
衆
國
と
異
る
慨
あ
り
。
從
っ
て
今
後
の

聚
展
動
重
な
る
程
度
連
合
衆
囲
ご
同
じ
か
る
べ
き
歎
Q
如

何
な
る
黙
に
於
て
其
の
特
徴
を
爽
題
す
べ
き
歎
、
是
れ
頗

る
興
味
あ
る
問
題
な
り
と
す
・

　
　
　
蕊
．
H
本
に
於
け
る
ア
メ
リ
カ
吏
の
研
究

　
現
今
我
が
國
に
於
て
歴
・
史
の
敷
授
及
研
究
は
、
彊
常
総

史
、
東
洋
史
、
丙
洋
史
り
三
部
に
分
ち
て
遽
行
せ
ら
る
。
西

洋
更
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
を
主
こ
し
も
ア
メ
・
一
・
力
史
は
從
原

比
較
的
等
闊
に
附
せ
ら
れ
、
カ
ナ
ダ
歴
史
の
如
毒
は
、
殆

ん
ざ
顧
み
ら
れ
ざ
り
し
槻
め
り
Q
憐
れ
ざ
も
今
後
は
一
層

多
く
之
に
注
意
す
る
必
要
め
b
と
思
考
す
○
或
は
西
洋
史

を
二
部
に
分
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
吏
ざ
ア
メ
ソ
ヵ
史
ビ
を
樹

立
せ
し
む
る
も
佳
な
ら
む
歎
、
而
し
て
ア
メ
ヲ
カ
史
の
研

究
を
十
分
に
爲
す
に
は
、
更
に
少
く
ε
も
之
を
三
部
に
分

ち
、
第
一
合
衆
國
濁
立
以
前
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
史
及
カ
ナ

第
三
　
陥
猫
　
　
　
一
ご
八
　
　
（
四
八
二
）

ダ
史
、
第
二
合
衆
國
史
、
第
三
ラ
ク
イ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
國

史
こ
し
て
之
を
取
調
ぶ
る
こ
と
、
史
料
の
性
質
よ
）
云
ふ

も
、
叉
事
實
の
上
よ
り
撃
て
も
、
適
當
な
る
べ
し
と
思
は

る
Q
婁
の
詳
細
の
説
は
ム
ー
暫
く
之
を
直
す
。

　
終
、
に
合
衆
國
族
行
違
、
見
聞
せ
る
も
の
玉
中
．
ニ
ュ
ー
．

ヨ
ー
ク
美
術
博
物
舘
の
古
時
計
井
に
ペ
ン
シ
〃
ペ
ニ
ァ
大

學
附
属
博
物
館
の
藏
品
の
こ
ご
を
一
言
し
て
勧
以
て
此
の

講
演
を
盛
る
べ
し
。

　
　
　
爽
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
博
物
舘
の
古
時
計

　
ニ
ユ
ー
ヨ
事
ク
の
美
術
博
物
舘
　
蒙
δ
甥
［
o
＃
o
℃
o
臣
仲
き

言
＝
ω
く
一
三
μ
9
》
答
り
裟
①
妄
尾
。
降
陳
渕
品
申
、
予
の
注
意

を
惹
き
し
も
の
玉
一
つ
は
、
西
暦
十
入
世
紀
の
頃
、
英
佛

に
て
製
作
せ
る
懐
申
蒔
計
の
コ
川
レ
ク
シ
ョ
γ
な
り
ビ
す

此
等
の
古
時
計
は
塾
い
か
に
も
見
鄭
な
る
細
工
に
て
勤
装

飾
的
要
素
に
富
み
、
美
術
工
藝
贔
と
し
て
も
貴
重
す
べ
き

、
も
の
な
ら
と
見
受
け
た
り
○
此
等
の
時
計
の
特
別
穏
録
を



求
め
得
た
れ
ば
、
簗
に
磯
貸
し
置
く
a
．
我
が
朋
勲
協
安
永

天
朋
．
寛
政
の
頃
に
は
．
オ
ラ
ン
ダ
よ
り
種
々
の
西
洋
贔

を
幻
覚
し
、
我
が
闘
に
於
け
る
一
部
の
入
々
は
隔
好
ん
で

之
を
翫
び
奪
時
計
も
亦
楡
奏
せ
ら
れ
秘
頗
る
愛
好
珍
重
せ

ら
れ
漁
る
こ
と
．
嘗
時
の
記
録
に
見
ゆ
、
再
編
等
の
時
計
は

此
の
ユ
エ
ー
諮
ー
ク
博
物
舘
に
存
す
る
も
の
曳
類
な
う
し

ゃ
否
馬
知
ら
ま
ほ
し
き
こ
査
に
こ
そ
。

ッ
シ
ヲ
や
糠
等
を
競
魔
し
塾
深
切
な
る
設
麟
を
難
ぐ
こ
ミ

を
得
．
旦
つ
甥
瀬
物
の
寄
購
を
受
け
セ
む
。
常
磁
に
於
け

る
支
’
那
部
の
諏
馬
鞭
は
旛
牽
㎜
隅
有
獅
紬
の
も
の
な
夢
オ
云
ふ
Q

栂
一
年
幽
門
欄
の
支
那
學
者
シ
ヤ
バ
ン
ヌ
ハ
　
一
算
〆
抽
録
蕪
養
　
民
摩

ら
て
仔
継
に
研
究
し
た
轟
ご
戯
け
り
○
甥
行
物
癖
其
等
鑛

本
に
流
す
る
記
載
あ
る
を
以
て
恥
遊
に
手
隙
し
て
諸
震
の

一
瞥
に
供
ふ
Q

　
　
　
七
恕
ペ
ン
シ
測
ぺ
晶
ア
大
嘘
附
．
燐
博
物
館

　
　
　
　
．
の
藏
齢

　
米
國
ン
イ
ジ
デ
〃
フ
イ
ヤ
　
℃
賦
7
鳥
免
℃
鷺
p
　
に
在
る
ペ

ン
シ
川
べ
ニ
ァ
大
學
¢
議
く
q
ω
鰹
・
9
津
§
幽
艶
7
、
鍵
㌶
の

附
薦
博
物
館
勤
務
ビ
シ
載
ツ
プ
霧
蜜
欝
蜜
隆
。
℃
は
．
前

年
セ
イ
ス
先
生
回
、
お
h
も
り
｛
燭
3
と
瞬
俘
に
て
京
都
へ
摩
ら

れ
し
こ
と
あ
り
。
予
属
博
物
館
に
至
夢
極
先
づ
ゼ
シ
3
ソ

プ
霧
を
訪
ね
し
に
、
鑑
情
支
郷
縫
張
中
に
て
在
ら
す
。
然

れ
ゼ
、
も
館
長
及
館
員
の
厚
意
に
麟
り
．
其
の
支
那
部
及
ア

　
　
　
蹴
簿
欝
　
　
難
戦
　
　
簗
　
　
航
　
　
難
　
　
購

（
灘
上
に
塾
大
正
八
年
三
爆
を
黒
露
，
窟
螂
轡
幽
穴
賢
歌
室
．
』
於
叉
躍

油
機
ぜ
ろ
、
堤
“
學
研
究
轡
駕
禽
回
に
て
の
魯
講
臨
蔽
の
羅
嬢
触
紮
少
し
く
補

訂
し
液
る
も
の
な
り
。
励
最
靭
曲
の
草
藁
旧
作
あ
“
に
當
り
ち
那
渡
利
藪

君
筆
認
働
勢
ひ
軌
ら
れ
ぬ
り
G
蘇
に
寵
し
て
潤
露
の
掘
天
日
灘
灘
す
。

ふ八

D、

ｪ
年
鳳
羅
“
二
十
麟
眉
。
）

難
灘
購
　
　

嚇
徽
九
　
《
曝
八
慧
）


